
１．はじめに
筆者は，林原自然科学博物館－モンゴル科学アカデ

ミー古生物学センター共同古生物学調査隊（以下林原

モンゴル共同調査隊）が，１９９３年から継続してモンゴ

ル国ゴビ砂漠で行っている恐竜をはじめとする古生物

学共同調査活動について，これまで２０００年と２００４年に

それまでの共同調査の概略を公表してきた（鈴

木，２０００；２００４）．この度，早稲田大学において行わ

れた第１２８回化石研究会例会において１５年間の共同調

査について講演する機会を得たので，２００４年以降の共

同調査の成果とモンゴルにおける恐竜研究の問題点に

ついて簡単に述べることとしたい．

２．２００４年以降の共同調査と研究成果の公表
１）共同調査の成果
２００４年は２００５年の調査を休止したため，実質的に第

三次共同調査（２００１年から２００５年）の最後の調査年に

なった．６週間の調査期間の前半はゴビ砂漠の東部に

分布する上部白亜系バインシレ層（セノマニアン－サ

ントニアン階）の恐竜化石産地を中心に調査を行っ

た．バイシンツァフやホーライツァフから原始的な鳥

脚類の部分骨格を多数採集することができた（図

１）．後半は，東ゴビの中国国境に近い，エルギリン

ゾー，ゴアテグ，ホイルザン等の後期始新世のほ乳類

化石産地において調査を行った．非常に多数の哺乳類

化石を採集することができた（図２）．

第四次共同調査（２００６－２０１０年）の最初の年である

２００６年は，久しぶりに西ゴビ地域に分布するブギン

ツァフ（図３），グリリンツァフ，アルタンウラ，

ツァガンフシュ，ヘルミンツァフ等の上部白亜系ネメ
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図１．原始的な鳥脚類の採集風景（ホーライツァフ）

図２．表面採集したほ乳類分離化石（ホイルザン）
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グト層相当層の調査を行った．主目的はネメグト層に

特徴的に産出する小型獣脚類化石の調査である．結果

的に，モノニクス，アビミムス（図４），オビラプト

ロサウリア等に加えて，非常に若いタルボサウルス

（図５）を採集することができ，調査は成功を収め

た．また，ハイチンウラやナランブラクに分布する古

第三系暁新統および始新統の調査を行い，ほ乳類化

石，植物化石の採集を行うと共に，ほ乳類とおもわれ

る足跡化石を発見した．しかし，どこの化石産地にお

いても商業目的の盗掘が行われていた（後述）．

２００７年は約三週間，中央ゴビ地域のツグリキンシ

レ，アラグテグ，バインザク，ウディンサイル，ザミ

ンホンド等に分布する上部白亜系ジャドフタ層相当層

の脊椎動物化石の調査を中心に行った．風成層からは

中生代ほ乳類やトカゲ化石に加えて，プロトケラトプ

ス（図６），小型獣脚類の骨格化石を採集した．ヤガ

ンホビルからは，アビミムスを採集することができ

た．また，下部白亜系が分布するティテムスブラガ

（脊椎動物化石産地のフーブルの近く）においてプ

シッタコサウルスの骨格化石を採集することができ

た．中央ゴビ地域でも盗掘が頻繁に行われていること

が確認された．

２）研究成果の公表
林原自然科学博物館では研究報告の第１巻，第２巻

を２０００年と２００４年に発行し，林原モンゴル共同調査の

概要，成果，剖出標本リストなどを公表した（Ishii et

al .,２０００；２００４）．

上記以外の近年の公表論文のリストを以下に示す．

化石の記載論文
Chiappe et al .（２００７）中央ゴビツグリキンシレに分布

するジャドフタ層産鳥類化石の新種記載．

Watabe et al .（２００７）モンゴル西部シャルテグに分布

する上部ジュラ系産トリチロドンの新種記載．

Watabe et al .（２００８）モンゴル西部ダリブに分布する

上部ジュラ系産獣脚類の記載．

地質学雑誌口絵
実吉・渡部（２００８）上部白亜系ジャドフタ層の風成層

と古風向

鍔本他（２００６）上部始新統エルギリンゾー層の脊椎動

物化石群

図３．上部白亜系ネメグト層相当層が分布する
ブギンツァフ

図４．アビミムスの頭蓋骨（ブギンツァフ）

図５．発見時のタルボサウルス（ブギンツァフ） 図６．直立姿勢で発見されたプロトケラトプス
（ツグリキンシレ）
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化石の型取りなどの技術論文
松本（２００６）骨格仮組み用支持システム

松本（２００８）椎体化石の型取り技法

松本・橋本（２００７）複雑な形の型取り技法

上記の他，上部白亜系の翼竜化石，パキケファロサ

ウルスに関する論文と始新統のヒエノドンや偶蹄類化

石の論文を投稿中である．

３．モンゴルにおける恐竜研究の課題
１）上部白亜系の絶対年代は？
１９２０年代以降行われてきたアメリカ，ソ連（ロシ

ア），ポーランドの各調査隊によるゴビ砂漠の調査に

よって，モンゴルの白亜系の堆積学的，古生物学的知

識は増大した．１９９０年代に入って，ゴビ地域の白亜系

についての知識がまとめられた（Jerzykiewicz and

Russell，１９９１；Jerzykiewicz，１９９５）．さらに２０００年

にはモンゴルの中生代の脊椎動物化石のまとめがおこ

なわれた（Benton et al .,２０００）．それらによると，後

期白亜紀の脊椎動物化石の産出層は下位からバインシ

レ層，ジャドフタ層，バルンゴヨット層，ネメグト層

と呼ばれている（表１）．これらの地層が堆積した時

代は，北米大陸の脊椎動物化石群集との比較や隣接す

る中国，シベリア，中央アジア地域の無脊椎動物化石

群集との比較によっておおよその時代が推定されてい

たにすぎなかった．

モンゴルの上部白亜系はその後も多くの調査隊に

よって調べられているのにも関わらず産地間の対比が

不十分で，堆積した絶対年代は未確定なままであっ

た．

モンゴルに分布する白亜紀層，特に恐竜化石が多数

産出する上部白亜系の絶対年代の解明が１９９０年代以降

モンゴルで調査を行っている各国の共同調査隊の大き

な課題であった．モンゴルの白亜紀後期の地層中には

絶対年代を測定できるような火山灰層や火山岩などを

全く含まず，保存のよい花粉や大型植物遺体も発見さ

れていない．したがって，年代の推定には古地磁気層

序学的調査を行うしかないと判断された．林原－モン

ゴル共同調査隊の調査結果からは，フレンドフの下部

白亜系はアルビアン，バインシレ層はセノマニアンか

らサントニアンという年代が推定された（Hicks et

al .,１９９９）．また，アメリカ自然史博物館が行った古

地磁気層序学的調査からは，バインザクやツグリキ

ンシレに分布するジャドフタ層の年代は中期から

後期カンパニアン（７５－７１Ma）と推定されている

（Dashzeveg et al .,２００５）．林原－モンゴル共同調査

隊はバルンゴヨト層とネメグト層の古地磁気学的調査

を行っている．

また，ゴビ砂漠には乾燥気候下に堆積したと考えら

れている赤色砂岩層が広く分布していて，岩相と産出

化石から二つに区分されている（Gradzinski et al .,

１９７７）．両者は下位のジャドフタ層（バインザク，ツ

グリキンシレ，ウダンサイル，ウハトルゴト等）と上

位のバルンゴヨット層（フルサン，ヘルミンツァフ

等）に区分されている．両層の分布地域は離れてお

り，古生物学的側面から上下関係は指摘されている

が，堆積学的に上下関係を示す証拠は提出されていな

い．

ジャドフタ層，バルンゴヨト層，ネメグト層の層序

については，まだまだ問題が多く，未解明な部分が多

い．古生物学的観点と堆積学的観点の両面から問題解

決を探っていく必要があろう．

２）モンゴル国における研究条件の向上と，研究者の
育成
林原が共同調査を始めた１９９３年にモンゴルで恐竜化

石を研究していた研究者は R．バースボルドと A．ペル

レの２名であった．昨年までその状況は変わらなかっ

た．しかし，モンゴル古生物学博物館の館長で共同調

査隊のモンゴル側リーダーでもある Kh．ツォクト

バートルがハドロサウルス類の研究を本格的に行うと

ともに，モンゴル大学の卒業者のうち３名が，モンゴ

ル古生物学研究センターの新しい研究員として採用さ

れ，若手研究者が出てこない状況も少しずつ変わりつ

つある（図７）．こうした若い研究者の教育はこれか

らの課題だが，モンゴル国において脊椎動物化石の研

究者の育成を真剣に考え始めたことは喜ばしい．

また，林原自然科学博物館では１９９４年から数回にわ

たってモンゴル古生物学センターのモンゴル人研究者

を日本へ招聘し，共同研究活動を行うとともに，学位

論文取得のための研究を行ってきた．また，剖出技術

者も日本に招聘し，化石標本の剖出技術に関する研修

表１．モンゴル国ゴビ砂漠の上部白亜系層序表

From Jerzykiewicz and Russel, 1991
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も行ってきた．

林原においても共同調査開始時には３０才台だった研

究者は今や５０才前後になった．次世代の研究者の採用

が必要な時期に来ている．幸いそうした状況を理解し

ていただき，２名の若手研究者の採用がかなった．こ

れからのモンゴル調査は若手によって推進され，新し

い研究の道を模索していくだろう．

モンゴルにおける研究環境も共同調査を始めた１９９３

年当時はほとんど何もないという状況だった．しか

し，その状況は変わりつつある．２０００年日本万国博覧

会記念基金事業の援助により，モンゴル古生物学セン

ターに新しいラボが完成した．新しいラボには研究

室，化石剖出室，化石の収蔵庫のほか，採集した化石

の展示室もあり，ちょっとした博物館の機能を備えて

いる．さらに２００５年には日本国の文化無償協力援助を

受け，新しい剖出機材，パソコンや顕微鏡等の研究機

材，カメラ等の撮影機材を揃えることができた．ま

た，収蔵庫にはスライド式の標本棚も設置された．い

までは日本の一般的な博物館の研究設備よりも新しい

ラボの研究環境のほうが整っているほどだ．

この間，林原では，研究・教育に使用する化石標本

の入手とともに，化石の剖出，型取り，組立にかんす

る技術が向上した．

林原が得た経験や化石標本は日本において恐竜化石

の研究者を目指して研究を始めた若い学生に還元され

始めている．この数年，東京大学，北海道大学，鹿児

島大学，ロンドン大学，ペンシルベニア大学に在籍し

て，学位を取ろうとしている日本人研究者の研究材料

としてモンゴルの標本を提供している．

３）恐竜化石の盗掘と密輸
上部白亜系の層序や年代の問題やモンゴルにおける

研究状況の改善などは解決の糸口が見えてきた．しか

し，モンゴル国において，ここ数年，新たな問題が発

生している．

それは化石の盗掘である．アメリカや日本で開催さ

れている国際ミネラルショーにおいてモンゴル産の恐

竜化石（実物）が出品されている．これはあきらかに

許可なく発掘された化石がモンゴル国外に密輸された

結果である．

２００６年と２００７年に行った林原－モンゴル共同調査に

おいて，恐竜化石の盗掘現場をいくつも発見した．し

かも盗掘団と思われるグループも一つではなく，複数

あると考えられる．盗掘現場を見ると，多くは化石が

あると何でも掘り返し，彼らが売れると考える部位だ

けを採集し，残りは破壊してその場に置き去りにして

いる（図８，９）．また，例は少ないが，化石骨をほ

とんど残さないばかりか，発掘に使用したはずの石膏

の残りもほとんど見られない発掘技術が高い場合もあ

る．ブギンツァフ，ツァガンフシュ，バインザクなど

著名な化石産地やその周辺の露頭はことごとく彼らに

荒らされ，新しい化石を見つけることが難しいほどで

図７．モンゴルの新しい研究員
（左側２名，右側２名は剖出技師）

図８．盗掘跡１ 散乱した化石骨と掘り残されてい
たサウロロフスの脛骨（ツァガンフシュ）

図９．盗掘跡２ 盗掘跡（左）と並べられていた椎
骨（右）（ウランフシュ）
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あった．こうした盗掘団の横行と共に，ウランバート

ルや空港などで盗掘者が逮捕されることも増えてき

た．しかし，押収された化石の大多数は産出地が不明

なため，研究に利用することが困難である．

恐竜などの自然遺産はモンゴル政府が保護に取り組

みつつあるが，広いゴビ砂漠において，盗掘団を取り

締まることは困難である．有効な手段をこれから講じ

ていかなければ，研究のみならず，モンゴル国での教

育や観光産業にとっても大きな痛手であることは間違

いない．われわれのような国外の調査隊にできること

は，できるだけゴビ全域を毎年調査し，盗掘団よりも

先に恐竜化石を発掘するしかないだろう．近年はアメ

リカ，カナダ，韓国など海外各国の共同調査隊との競

争に加え，化石盗掘団とも化石発見を争わなければな

らない時代になったのである．
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